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開
校
か
ら
十
七
年
を
経
過
し
た
一
八
九
三
年
、

札
幌
農
学
校
は
財
政
上
の
問
題
に
よ
り
、北
海
道

庁
の
管
轄
か
ら
文
部
省
直
轄
学
校
へ
と
改
組
す
る

こ
と
が
決
ま
る（
実
際
の
改
組
は
一
八
九
五
年
）。

一
八
九
四
年
に
は
、そ
れ
ま
で
の
北
海
道
庁
等
の

行
政
官
が
務
め
て
い
た
校
長
に
、農
学
校
教
授
・

校
長
心
得
の
佐
藤
昌
介（
第
一
期
卒
業
生
）が
就
任

す
る
。同
時
に
、農
学
校
教
授
陣
の
中
心
と
し
て

学
生
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
き
た
雇
い
外

国
人
教
師
が
い
な
く
な
り
、農
学
校
第
一
、二
期
卒

業
生
を
中
心
と
す
る
教
授
陣
容
に
切
り
替
わ
る
。

こ
の
時
期
、札
幌
農
学
校
は
大
き
く
変
化
を
遂
げ

よ
う
と
し
て
い
た
。そ
の
中
心
に
い
た
の
が
校
長
佐

藤
昌
介
で
あ
る
。

一
八
九
六
年
七
月
二
五
日
、佐
藤
校
長
は
文
部

次
官
牧
野
伸
顕
に
書
状
を
送
る
。

▼
謹
呈　

時
下
暑
気
相
募
り
候
処
、
ま
す
ま
す
清

適
の
段
、
敬
賀
奉
り
候
。
陳
ぶ
る
は
、
こ
の
度

は
図
ら
ず
も
小
生
進
退
に
関
し
御
高
慮
を
煩
わ

し
候
段
、
甚
だ
不
堪
汗
顔
の
至
り
に
候
。
小
生

事
、
他
へ
転
職
等
の
義
、
決
し
て
素
志
に
こ
れ

無
く
、
現
職
に
於
い
て
幸
い
に
御
信
任
の
栄
え

蒙
り
居
り
候
上
は
あ
く
ま
で
本
道
農
業
教
育

の
振
興
上
、
又
本
道
の
拓
殖
上
に
微
力
を
尽
し

た
き
精
神
に
御
座
候
。
只
々
、
浅
学
菲
才
を
し

て
重
責
に
堪
え
か
ね
申
す
べ
き
や
と
、
堪
え
ず

恐
懼
の
至
り
に
候
。
何
卒
、
爾
後
も
相
替
わ
ら

ず
万
端
御
示
教
、
相
蒙
り
た
く
願
い
上
げ
奉
り

候
。
且
つ
、
憚
り
な
が
ら
大
臣
閣
下
へ
も
微
哀

の
在
る
処
、
御
序
で
に
然
る
べ
く
御
執
り
成
し

下
さ
れ
た
く
願
い
上
げ
奉
り
候
。
原
道
庁
長
官

へ
も
過
般
、
本
道
農
事
教
育
人
材
養
成
に
就
て

は
、
向
後
、
一
層
尽
力
仕
る
べ
き
旨
、
示
し
居

り
候
に
付
、
不
肖
な
が
ら
将
来
ま
す
ま
す
精
励

仕
り
た
く
決
心
致
し
居
り
候
。
現
今
、
実
業
振

興
の
機
運
に
際
会
し
、
殊
に
拓
殖
業
の
進
歩
顕

著
に
こ
れ
有
り
候
故
に
、
人
材
の
必
要
は
本
道

に
於
い
て
ま
す
ま
す
其
の
多
き
を
盛
ん
に
し
、

過
般
、
卒
業
生
農
工
両
学
科
十
七
人
中
両
三
名

を
除
く
の
外
、
既
に
そ
れ
ぞ
れ
職
に
就
き
、
未

だ
一
人
も
従
来
の
如
く
中
学
又
は
師
範
等
の
教

員
た
る
者
こ
れ
無
く
、
偏
に
機
運
の
然
ら
し
む

る
所
に
こ
れ
有
る
べ
く
候
え
ど
も
、
実
用
教
育

の
実
用
を
社
会
に
及
ぼ
す
に
至
り
候
段
、
国
家

の
た
め
欣
喜
に
堪
え
ざ
る
次
第
に
御
座
候
。

過
般
は
、
官
等
陛
叙
の
御
辞
令
、
拝
受
仕
り

候
。
謹
ん
で
御
礼
申
し
上
げ
候
。

右
、
念
の
た
め
、
御
礼
か
た
が
た
、
重
ね
て
将
来

の
眷
顧
願
い
上
げ
た
く
草
々
に
寸
楮
を
呈
し
、

折
角
、
御
自
愛
祈
り
た
て
ま
つ
り
候		
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（
国
立
国
会
図
書
館
憲
政
資
料
室
所
蔵「
牧
野
伸

顕
関
係
文
書
」、読
み
下
し
と
句
読
点
の
付
加
は

井
上
）

　

本
文
の
大
意
は
次
の
通
り
。

		

「
こ
の
た
び
は
私
の
人
事
の
こ
と
で
心
配
を
か
け

て
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
。私
は
決
し
て
転
職
は
希

望
し
て
お
ら
ず
、現
職（
札
幌
農
学
校
校
長
）で
北
海

道
の
農
業
教
育
振
興
と
拓
殖
に
尽
く
し
た
い
と

思
い
ま
す
。原
保
太
郎
北
海
道
庁
長
官
へ
も
北
海

道
の
農
業
教
育
、人
材
養
成
に
尽
力
す
る
こ
と
を

伝
え
て
い
ま
す
。現
在
、実
業
の
振
興
の
機
運
が
高

ま
り
、特
に
開
拓
事
業
の
進
歩
が
顕
著
で
す
。従

っ
て
北
海
道
に
お
い
て
人
材
養
成
を
さ
ら
に
盛
ん

に
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。札
幌
農
学
校
農
学

科
・
工
学
科
の
卒
業
生
十
七
人
の
う
ち
、二
、三
人

を
除
い
て
就
職
し
ま
し
た
が
、従
来
の
よ
う
に
中

学
校
や
師
範
学
校
の
教
員
と
な
っ
た
者
は
い
ま
せ

ん
。こ
れ
は
実
業
振
興
の
機
運
に
よ
る
も
の
で
す

が
、実
用
教
育
の
効
用
を
社
会
に
及
ぼ
す
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
な
り
、国
家
の
た
め
に
喜
び
に
堪

え
ま
せ
ん
。」

札
幌
農
学
校
の
教
育
は
高
尚
に
過
ぎ
る
と
い

北
大
経
営
の
舵
取
り
四
十
年

北
大
初
代
総
長 

佐
藤
昌
介——

（
そ
の
２
）

佐
藤	

昌
介

Sato Shosuke

「
リ
テ
ラ
ポ
プ
リ
」と
は
、ラ
テ
ン
語
で「
ポ
プ

ラ
の
手
紙
」と
い
う
意
味
で
す
。

北
海
道
大
学（
及
び
、
そ
の
前
身
で
あ
る
札

幌
農
学
校
）に
ゆ
か
り
の
あ
る
人
々
の
言
葉

を
、「リ
テ
ラ
ポ
プ
リ
」と
し
て
お
届
け
し
ま
す
。

リ

テ

ラ

ポ

プ

リ



目　

次

 3

ど
が
い
る
。

佐
藤
校
長
は
こ
の
年
の
卒
業
式
で
は「
諸
子
、小

成
に
安
せ
す
、益
奮
励
し
、嘗
て
学
ぶ
所
を
以
て

之
を
実
地
に
応
用
し
、以
て
国
家
の
隆
盛
聖
明
に

嘉
会
に
膺
ふ
べ
し
」と
述
べ
、こ
こ
で
も
実
業
的
人

材
で
あ
る
べ
き
こ
と
を
説
い
て
い
る（『
学
芸
会
雑

誌
』第
二
十
一
号
、読
点
付
加
は
井
上
）。

佐
藤
昌
介
は
こ
の
後
三
十
年
以
上
に
渡
り
北

大
の
経
営
を
担
い
続
け
、後
に
文
部
大
臣
と
な
る

牧
野
の
ほ
か
、同
郷
の
原
敬（
総
理
大
臣
歴
任
）や
同

窓
の
高
田
早
苗（
文
部
大
臣
歴
任
）な
ど
の
中
央
要

路
と
の
太
い
パ
イ
プ
を
駆
使
し
て
、札
幌
農
学
校

を
帝
国
大
学
へ
と
昇
格
さ
せ
、北
海
道
帝
国
大
学

の
開
設
と
学
部
増
設
を
進
め
て
い
く
。

大
学
文
書
館　

井
上　

高
聡

Inoue	T
akaaki

う
批
判
は
以
前
か
ら
根
強
く
あ
り
、農
学
校
廃
止

論
に
ま
で
及
ぶ
こ
と
さ
え
あ
っ
た
。佐
藤
校
長
は
、

そ
う
し
た
批
判
を
か
わ
す
た
め
に
も
、実
業
的
人

材
の
養
成
、農
業
を
初
め
と
す
る
北
海
道
産
業
へ

の
貢
献
を
農
学
校
経
営
方
針
と
し
て
掲
げ
る
。書

簡
で
も
触
れ
て
い
る
よ
う
に
、従
来
は
中
学
校
な

ど
の
教
員
と
な
る
卒
業
生
が
多
数
い

た
が
、こ
の
時
期
か
ら
北
海
道
庁
技
師

や
植
民
地
官
僚
・
技
師
と
な
る
者
、北

海
道
の
産
業
に
携
わ
る
者
が
増
え
て

い
く
。書
簡
中
に
あ
る
十
七
名
の
卒
業

生
の
中
に
は
、鉄
道
技
師
か
ら
満
鉄
総

裁
に
ま
で
登
り
つ
め
る
大
村
卓
一
、建

築
物
の
耐
震
構
造
で
あ
る
柔
構
造
研

究
で
著
名
と
な
る
海
軍
技
師
真
島
健

三
郎
、亜
麻
立
枯
病
研
究
か
ら
帝
国
製

麻
株
式
会
社
取
締
役
と
な
り
北
海
道

実
業
界
で
重
き
を
成
す
平
塚
直
治
な

牧野伸顕関係文書（国立国会図書館憲政資料室所蔵）

札幌農学校第14期生卒業記念
（1896年7月、北大植物園所蔵）
前列中央が佐藤昌介

リテラポプリ …………………………………………… 2

 北大経営の舵取り四十年
 北大初代総長 佐藤昌介—（その２）
  大学文書館　井上　高聡

特集：北大は「観光」で豊かさと幸せを創造する … 4

 インタビュー
 　超学的・超領域的に未知の分野へ
  観光学高等研究センター長　石森　秀三

 座談会
  観光学高等研究センター 佐藤　　誠
   吉田　順一
   敷田　麻実
 
 「観光創造」でつくりだす
 　多様な価値観が共存できる世界の創造へ
  観光学高等研究センター 山村　高淑

　　 　地域ブランドづくりと大学
  観光学高等研究センター 内田　純一

 「観光創造」で学ぶ
  観光創造専攻 細川 しおり　　
   臼井　冬彦
 
  　　　　　
施設探訪 …………………………………………………15

 東京オフィス
  文学研究科　鈴木　幸人

虫と石 ❸ ………………………………………………16

 ウシシルアイヌキンオサムシ
      総合博物館　大原　昌宏
 変わった形の水晶
      総合博物館　松枝　大治

もういちど北大と出会う〈その十三〉 …………………18

 北大出身者が持つもの
  先端生命科学研究院　小谷　友也
  

information ………………………………………………19

建築設計図が語る北大の歴史〈第13回〉 ……… 20

 旧札幌農学校図書館読書室・書庫
  工学研究科　池上　重康




